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第8回 国際伝統医薬シンポジウム・富山（2001)
平成13年10月11日， 12日の2日間，富山県民会館国際会議場で，第8回国際伝統医薬シンポジウム・富山
(2001）が開催された。頂度， 1ヶ月前ニューヨークで起こった同時テロ事件の影響で， 2-3人の演者は出席
できなくなり，急速，講演者を変更せざるを得ないハプニングがあった。しかし WHOから伝統医療の専門官
1人，中国から 5人，タイから 3人，エジプト及びインドから 1人の伝統医薬学者を招鴨し，圏内から 3人の
専門家と共に今回のテーマである”病気の予防と健康増進”について学術講演，質疑，討論を行った。
シンポジウムの内容としては，各国伝統薬物の評価方法や伝統薬物からの新薬の探索といった世界の伝統薬
物研究者の共通関心事を中心に，各国の独自性も交えた多彩な研究成果が発表された。いずれの演題において
も活発な質疑と討論が展開され，これまでのシンポジウムの成果に新知見を加えることができたと評価できるO
第1日目は， WHOの国際伝統医学に対する取り組み，中国・韓国・タイにおける薬用植物の探索研究，中
国・韓国・日本における有効性に関する研究についての発表，討論が行われた。第2日目は，インドのアーユ
ル・ヴェーダ薬物の研究，中国・韓国・タイにおける伝統薬物からの新薬の探索研究，日本の伝統薬の過去・
現在・未来についての発表，討論が行われた。
両日を通じて，国内からは，大学，研究所，医薬品会社研究所などから112名（県外37名，県内75名），また，
招待講演者14名に加えて，一般参加の外国人研究者22名の参加を得て大変有意義なシンポジウムとなった。以
下に，今回のシンポジウムのプログラムを記す。
学術討論会プログラム
10月11日（木）「第1日J(30分発表： 10分討論）
9 : 30-9 : 50 開会の挨拶
高久晃（富山医科薬科大学学長）
（文部科学省）
中沖豊（富山県知事）
服部征雄（和漢薬研究所所長）
9 : 50-12: 30 座長：済木育夫
1）演者：丸山由紀子（WHO)
［担当化学応用部門，生物試験部門，研究協力課］
演題：国際伝統医学： WHOの取り組み
2）演者： Sunibhond Pummangura （チュラロンコン大学）
演題：タイにおける天然物研究
3）演者：郵明魯（長春中医学院）
演題：中国東北部長白山に自生する天然資源の研究
4)演者：予恵淑（ソウル大学天然物科学研究所）
演題：エンドトキシン誘起血管内凝固モデルラットに対する higenamineおよびその類
縁体の効果について
13: 40-15: 40 座長：西条寿夫
5）演者：社貴友（中国中医研究院）
演題：天麻促智頼粒の脳保護機構と血管性痴呆症に対する臨床効果
的演者：唐方（天津医科大学）
演題：漢方方剤3種が老化マウスの腸管内皮細胞の形態に及ぼす効果
7）演者：陳英傑（濯陽薬科大学）
演題：漢方薬中の抗老化成分に関する研究
110 
15:50-11:10 座長：門田重利
8）演者：山本郁男（北陸大学薬学部）
演題：大麻主成分の分子生物学的，薬理・毒性学的研究 一主に代謝的活性化機構－
9）演者：李股芳（ソウル大学天然、物科学研究所）
演題：Kalopαnαxpictus樹皮の抗炎症活性成分
10月12日（金）「第2日」（30分発表： 10分討論）
9 : 00-11: 40 座長：服部征雄
1）演者：磯部稔（名古屋大学大学院生命農学研究科）
演題：マススペクトルと発光分析で超微量の分子の動きを探る
2）演者：王時涛（中国薬科大学）
演題：中薬材の品質評価と指紋分析
3）演者：屠鵬飛（北京大学）
演題： Gistαnche属植物の化学成分と生理活性に関する研究
4)演者：伊坂雅彦（遺伝子工学バイオテクノロジーナショナルセンター）
演題：タイ産菌類中の生理活性成分
13 : 00-15 : 00 座長：浜崎智仁
5）演者： JohnM. Pezzuto （イリノイ大学シカゴ校）
演題：天然由来の化学的癌予防薬の探索
6）演者：鄭憲鐸（国光大学校薬用資源研究センター）
演題：抗ガン剤として有望な韓国産MistletoeのLectinI 
7)演者：金永植（ソウル大学天然、物科学研究所〉
演題：ヒトケラチン生成細胞のメラニン形成における NF-kB活性化の役割について
15 : 10-17 : 10 座長：手塚康弘
8）演者： OpaVajragupta （マヒドン大学）
演題：神経変性性疾患に対する天然由来superoxidedismutase様物質の開発
9）演者：萎三植（ソウル大学天然物科学研究所）
演題： Viciααmurensisの植物化学的研究
10）演者：渡遺裕司（富山医科薬科大学和漢薬研究所）
演題：日本における伝統薬：過去，現在，未来
